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■変形労働時間に係る要件（労働基準法の制約による）

鳴門教育大学附属小学校では、平成１６年度より年単位の変形労働時間制の実践を行っている。国立大学法人
ということで、公立とは制度上異なるが、小学校教員としての業務内容については同じような状況であること
から、今後の年単位の変形労働時間制を検討する上での、参考事例として紹介します。

時間を貯める！！年単位の変形労働時間制

勤務時間のパターン（2019年度）

①対象期間における労働日数は、１年間に280日以内
②１日の所定労働時間は、最長10時間まで
③１週間の所定労働時間は最長52時間まで
④週48時間を超える所定労働時間を設定する場合は、連続３週間以内
⑤連続して労働する日数は、最長６日まで

区分
学校が指定する

勤務時間
始業・就業
の時刻

休 憩 時 間

通常日
（基本形）

8時間15分
始業午前8:00
終業午後5:15

校長、主幹教諭及び養護教諭
午前11:35～午後0:35

教頭、教諭及び栄養教諭
午前0:35～午後1:35

長期休業期間 6時間
始業午前9:00
終業午後4:00

正午～午後1:00

※特別な理由に
よる期間

10時間
始業午前8:00
終業午後7:00

校長、主幹教諭及び養護教諭
午前11:35～午後0:35

教頭、教諭及び栄養教諭
午前0:35～午後1:35

その他
7時間45分

始業午前8:30
終業午後5:15

正午～午後1:00

これを踏まえ、原則、全教職員（※特別な事情のある場合は除く）
を対象に勤務時間の割り振りを行う。

※教育実習

対象期間・・・平成30年４月２日～平成31年３月29日
１週間の平均労働時間・・・38時間45分
労働時間が最も長い日の労働時間・・・10時間
労働時間が最も長い週の労働時間・・・51時間
対象期間の総労働日数・・・222日

2018年度の実施状況

鳴門教育大学附属小学校の取組

通常日は年間を通して、「８時間１５分勤務」ですが、
終業が午後５時１５分ですので、決して遅いわけではありません。
勤務実態から考えても負担が増すということはないようです。

※妊娠中又は産後1年を経過しない女性教員並びに、
その他の事情を認められた教員など

※勤務時間の管理
は校務支援ツール
による

勤務時間の管理と
個への配慮を両立
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通常日 8時間15分⇒8.25 長期休業期間 6時間⇒6 教育実習等期間 １０時間⇒１０

2019年度変形労働時間制勤務時間割

学校が指定する期間内（３７日）で超過勤務分を調整
超過分＝１５日 を「勤務をしなくてもよい日」として黄色セル（主に長期休業中）内で

自由に取得する。残りの２２日は６時間勤務となる。
なお、お盆の３日間は一斉休業日（学校閉庁日）に指定されており、
夏休（６日）の内3日は、ここで取得するようにしている。

※ピンクセルは長期休業中だけども、勤務時間を設定している日

毎日、少しずつ
余分に働いて、
時間を創り出す

９月のような特別な期間はありますが、年に何回かはある繁忙期の負担を
うまく分散させており、長期休業期間を最大限に活用した、
変形労働時間制の一つのモデルと言えます。

“働かなくてよい” 勤務日（０時間勤務日）
「繁忙期に増やし、閑散期に減らす」というものではなく、年間を通じて
法定労働時間（７時間45分）にプラス３０分を基本的な勤務時間とし、
時間を貯めていく。

貯まった時間


